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皆さんこんにちは、私は都城・北諸地域安全パトロール隊長をしています、福田と申します。本日は本隊における活動
状況についてご紹介させていただきます。どうぞよろしくお願いします。それではまず簡単に自己紹介をさせていただきます。
私は約 20 年前に当パトロール隊に入隊し、少年防犯パトロールを行ってきましたが、約 3 年前に隊長になり、日々活
動をしています。出身は都城市で、年齢は今年で 60 歳となりました。また家族は妻と娘の 3 人暮らしで、娘というのは
７歳の可愛いトイプードルで毎日癒してもらっています。  

それでは本題に移らせていただきます。まずは隊の活動拠点でもあります、都城市について簡単に紹介します。私たち
が住む都城市は宮崎県で 2 番目に人口の多い市であります。総人口が約 16 万人となっています。宮崎県全体の人
口が約 100 万人ですから、都城市の人口は県全体の 2 割を占めています。 

都城・北諸地域安全パトロール隊 (宮崎県) 

一部画像を加工・修正をして掲載している箇所があります 



全国的にもニュースで取り上げられている都城市は寄附金の交付などにより、移住者への支援を積極的に行っていま
す。その成果として昨年は、県内の他の市町村は人口が減少する中、県内で唯一人口が増加した市となりました。また
このサブタイトルにあるとおり、都城市は肉と焼酎のふるさととしてＰＲしております。その名のとおり、肉用の豚、牛、鶏の
３つの出荷額と焼酎の出荷額は日本一であり、また、これを利用してふるさと納税額も過去に日本一となっております。
また都城市出身の著名人として、政治家の東国原英夫、俳優の温水洋一、野球の戸郷翔征選手などがいます。 

このような都城市ですが、犯罪情勢は残念なことにあまり良いとは言えない状況が続いています。都城警察署の管内
におきまして、盗難、暴行、器物損害などの刑法犯の認知件数は 675 件と県全体の約 2 割を占めており、前年比は
プラス 180 件と増加しました。 

また管内では、駅や大型商業施設における自転車泥棒や万引き、家庭を対象とした侵入盗が増加し、登下校時に
おける声掛け事案の発生、高齢者を対象とした特殊詐欺なども多く発生しております。その他、去年９月には都城駅
前のコンビニで、白昼堂々と刃物を所持した犯人による強盗事件が発生しました。また今年の２月には、男が深夜に一
般家庭に侵入し、それに気づいた女子高校生が刃物で背中を刺される殺人未遂事件など凶悪な事件が発生しまし
た。このような厳しい情勢の中、当パトロール隊は、なんとかして都城市から犯罪を減らしたいという強い思いで日々活動
をしています。 

 



 

それでは当パトロール隊について紹介させていただきます。当隊の発足は平成 17 年、今年で 19 年目の団体となり
ます。構成員は計 62 名で、そのうち男性が 48 名、女性が 14 名で、平均年齢は 65 歳です。青色回転灯を装備し
た車両は約 40 台であり、都城市及び三股町を青パトでの警戒を中心に活動を行っております。年間の活動費は約
35 万ですが、ほとんどが活動に伴う燃料代となっております。 

当隊の主な活動内容ですが、約 40 台と比較的多い青色回転灯を装備した車両で活動を行い、その青色回転灯
を活用した、いわゆる見せる警戒による防犯パトロールを実施しています。またパトロールの際は、住民への声掛けを積極
的に行い、高齢者を中心に、今年全国的に多発している特殊詐欺などの防止に向けた広報啓発を行っています。ま
た、活動頻度は不定期ですが、概ね月に２回ほど行っています。その際も参加を強制するのではなく、あくまでも参加が
可能な隊員だけで実施をしております。 



 

このような活動の中、現在当隊では、大きくこの２つの課題があります。この課題はどの団体でも共通している課題かと
思います。まず１つ目は「活動費の確保」です。やはり活動を行うには車両の燃料費やその他様々な活動費がかかりま
す。会員の年会費だけではこの費用を拠出することは難しく、どのように費用を確保するかということは非常に大きな課題
となっています。そして２つ目が「構成員の高齢化」です。社会全体で高齢化が進む中で、実際に活動ができる隊員を
いかに確保するかという問題です。 

それでは、その課題に向けて取り組んでいる内容について紹介をさせていただきます。まずは活動費の確保についてで
すが、ここに記載のとおり、隊ではＣＳＲ基金活動という企業からの助成金により活動費を捻出しています。 

具体的には都城市に工場を構えている、住友ゴムという大手企業が実施しているＣＳＲ基金に応募し、多額の助



成を受けています。具体的な助成期間・金額は記載のとおりですが、令和 3 年度に初めて申請した際には、令和 5 年
度までの 3 年間で、年間約 30 万円、計 90 万円もの助成金を受けることができました。また、本年度も引き続きＣＳ
Ｒ基金に申請をしたところであります。令和 10 年度までの申請が無事とおり、年間約 30 万円、計 150 万円の助成
金を受けることができました。来月の１１日には住友ゴムで助成金の授与式を行う予定です。 

しかし、このような多額の助成金を受け取るには、やはり膨大な書類の提出、厳密な審査を伴います。ここに記載して
いる書類は一例ですが、膨大な書類の作成以外にも、活動内容を 100 文字以内に端的に記載することなどの制約が
あり、限られた文字数の中で活動の成果を記載することに非常に苦労しました。また、助成金の収支報告書も厳密なも
のですので、支出の際には十分に注意が必要でした。ただ、このような助成制度は、当隊における非常に大きな収入とな
っており、多額の燃料代が必要な当隊においては、なくてはならないものです。今後も助成金を活用してより防犯活動を
実施していきたいと考えております。 

 

次に、構成員の高齢化という課題に対しての取組ですが、この問題に対する隊の具体的な対策は、地区の公民館、
まちづくり協議会や自治体と連携し募集活動をしています。一般の方の中にはボランティア活動に関心はあるが、どうやっ
て参加したらいいかわからない方がたくさんいらっしゃると思います。そのような方にいかに活動に参加してもらうかが重要だ
と考えていますが、やはり当隊だけでの呼びかけでは困難です。そこで当隊は自治体と連携し、広報を依頼して広く募集
をかけ、効果的に活動への参加を呼びかけることができています。このような取り組みにより、県内の他の地域ではボラン
ティア活動が年々減少する中、当隊では隊員の世代交代も行われつつ、一定数の隊員を確保することができています。 

以上で簡単ではありますが、当隊の活動について述べさせていただきました。はじめの方でもお伝えしたとおり、昨年の
都城での犯罪情勢は、残念ながら良いものではありませんでした。ですから、今後とも隊一丸となり、都城・北諸地域安
全パトロール隊の活動で、安全な街づくりを目指し、粘り強く活動を続けていきたいと思います。以上で発表を終わりま
す。 

 



講評 

                                    福岡大学 人文学部 文化学科 教授 大上 渉 

 

 お話ありがとうございます。まず企業から助成金を受けて、40 台の青パトを維持しているということはすばらしく、企業
への予算の申請は、他の団体さんにも参考になると思いました。メインとなる活動は青パトとのことですが、ローテーションな
どで 40 台全てがパトロールしているわけではないでしょうが、かなり地域の幅広い範囲をカバーして、犯罪抑止の効果が
促されるのではないかと思いました。「見せる警備」という言葉はありますが、「見せる警戒」も最大の効果があります。 

 それから、地域住民への積極的な声かけは、地域との結びつき、連携が強くなり、犯罪防止に大きく貢献すると思い
ます。特に、児童の登下校時や公園などでの声かけは、地域に安心感を与えると思います。 

 また、課題に挙げられていました、活動費の確保というのは、例えば多様な資金調達の方法として、地域のイベントと
して、バザー、フリーマーケット、夏祭り、ハロウィンパレードなどで活動資金が得られるかもしれないと思いました。 

 もう１つは、地元の現役世代で成っている様々な団体、例えば「オヤジの会」とかあるかと思いますが、そのような団
体と連携を深めることにより、若い方の参加を促せるかと思いました。 

 簡単ですが、以上となります。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 



こんにちは。熊本県から参りました、牛島と申します。よろしくお願いします。本日は、「町の安全は自分たちで守
る！ラックルぱと出動！」という題目でお話をさせていただきます。 

まず、私たちの町の紹介をさせていただきます。私たちが暮らしている熊本市南区川尻というところには、熊本市
の中心に熊本城がございます。それから南に約 8 キロ行ったところにある小さな町です。人口は約 8500 人、世帯
数は約 3500 世帯です。昔から薩摩街道といい、鹿児島、熊本、福岡につながり、鹿児島の殿様が参勤交代を
する際に通っていた、薩摩街道の真ん中付近にある町でございます。当時の薩摩の殿様が泊られた本陣というもの
があり、形に残っています。また、その頃から川尻の町は、川の港を利用した水運業で賑わっております。熊本県内
で獲れたお米の約 2 万俵が川尻のお蔵に運ばれていきました。そういった昔の史跡で、米蔵や船着場など、熊本
藩川尻米蔵跡という名称で残されていて、多くの観光客で賑わっています。また街中には、昔を思い出させるような
白壁づくりの建物も多く残っていて、環境的には心の落ち着く町だと思っています。 

川尻校区防犯協会（熊本県） 



これから本題に入っていきますが、こちらは今日お話しする項目です。私たちの団体の概要、「ラックスぱと」の誕生、
「ラックルぱと」という聞き慣れない名前ですが、これは青パトの名前です。それと活動内容、今後に向けた取組につ
いてお話をしていきます。 

 

まず団体の概要ですが、昭和 54 年に発足して、平成 17 年に青パトによるパトロール活動をするようになりまし
た。画面に出ていますが、平成 20 年 4 月に川尻交番の車庫を借りまして、私たち防犯パトロールの拠点といたし
ました。町の人たちも非常に熱心に私たちを応援してくれ、「かわしり町衆番所」と昔風の名前ですが、このようなの
れんとのぼりを作っていただきました。 



令和元年に「ラックルぱと」というのを使いまして、子どもたちが登校する日は、ほぼ毎日パトロールをするようになり
ました。それまでは週に１回水曜日に、10 人ほど集まり、5 台の青パトで順次通学路をまわっていましたが、高齢
化も進み、このままではいけないと思い、ラックルぱとができたのを機に、毎日回ろうかと決めて活動を進めています。 

 

 

団体の活動の中で、青パトがどうしても必要でしたので、その経緯について若干説明をいたします。10 年前に防
犯協会の会長を仰せつかりましたが、当時青パトを 5 台運用していました。先ほど、青パトの運用費用について、
川尻の場合、1 台につき 1 万 5 千円、1 万円は任意保険、5 千円はガソリン代という約束で 1 万 5 千円払って
いましたが、歳を取るにつれ運転に不安を覚えるような時もありまして、その当時は、私よりも年上の方も運転をして
いて、若い人に運転をお願いしたいということもありました。そこで、誰でも乗れる青パトを作ろうと思いました。自分の
車を貸すような方は誰もいないと思うので、誰でも乗れる町専用の青パトをつくろう、ということになりました。また、歳
をとると歩くのが大変になります。交差点に立ち、子どもを誘導するのもいいかもしれませんが、雨の時期、暑い時
期、寒い時期に 1 時間立って子どもたちを誘導するのも大変な体力が必要です。そこで何が一番いいかと考えた
結果、青パトを作ろうとなりました。そして、青パトを警察のパトカーのように白黒にしてはどうかと案が出されました。
そうすることで、一目で警察に似た防犯協会の車と分かり、安心していただけることから、青パトを作ろうと決心した
のが令和元年です。 



まず、町内会の集まりである自治協議会へ相談しました。とにかくお年寄りだらけで危ないため、専門の青パトを
作りたいと、会合や飲み会の席でも話しました。しかし、あまりピンときてもらえず、パトロール隊のみんなと相談した結
果、カラー刷りの青パトのイラスト入りの計画書を作りました。これだけのお金がいる、といったような企画提案書も作
りました。やはり、視覚に訴えるというのは非常にいいもので、このイラストを見せた結果、皆さんに理解してもらえるよ
うになり、そこから話はトントンと進んでいきます。 



まず私が提案した企画提案書ですが、新車ではなく中古車でいいので 100 万円、色を塗るための塗装費、回
転灯やマイクの設置費、その他諸々で 160 万は必要でした。財源はというと、防犯協会の積立金が 44 万円あ
り、熊本市からの補助がうまくいけば 30 万円、また懇意にしている企業に話をしていたところ 50 万円出していただ
けることになり、町に 56 万円を出していただけるようお願いをしました。自治会の会長さんたちも、町内の総会を開
いていただき、提案した内容でやろうと決めていただきました。さらに、青パトには運営費、維持費が必要となります。
軽自動車ですので大体年間 20 万円ほどですが、それを町内の各家庭から 100 円ずつ集めようということで、単
純計算で 28 万円がすぐに集まりました。それがずっと続いています。 

そういう経緯で、念願の青パトをつくることができました。子どもたちに親しんでもらおう、町の人たちによく分かるよう
にということで、「ラックルくん」というゆるキャラを描きました。熊本にはくまモンというゆるキャラがいて、私たちもクマにし
ようかと思っていましたが、川尻小学校の子どもが考えたこのラックルくんを採用し、これをドアに取り付けました。 

この青パトを「ラックルぱと」と命名したのは、次のとおりです。川尻小学校のグラウンドに北アメリカ原産のヒノキ科
でラクウショウという大きな木があります。子ども達に聞くと、その大きな木の下に、ラックルくんという木の妖精が住んで
いるということで、このようなゆるキャラが考えられたそうです。子どもたちに青パトの名前は何がいいか、と考えてもら
い、アンケートを取りました。多くの子どもたちが、ラックルくんの名前から「ラックルぱと」がいいということで、愛称は「ラッ
クルぱと」に決まりました。ちなみにこのラックルくんは子どもたちが言うには、心の綺麗な、正直な人にしか見えないら



しく、悪い人には見えないそうです。おそらく皆さんたちには見えていると思います。 

こういうことで子どもたちは、ラックルくんが来た、と言って青パトを見ると喜んでくれます。軽快な音楽が流れてきま
したが、これはラックルくんの歌なのです。川尻小学校で曲を作りました。この曲をかけながらパトロールをしています。
家の中にいても聞こえ、「あ！ラックルくんだ。」と、遠くで下校している子どもや路地で遊んでいる子どもたちも聞こえ、
私たちが通ると、「ラックルくん！」と手を振ってくれます。非常にパトロールをしていて楽しいです。 

令和元年 10 月 19 日に町内の自治会長に集まっていただき、出発式を開催しました。そしてまた、子どもたち
にも誕生祝いをしていただいています。 

 

 



活動の状況ですが、活動日は年間 200 日を目標としています。この 200 日というのは、小中学校の登校日が
この前後ですので、とにかく子どもが登校する日はみんなで出ようということで、がんばっております。ただし、隊員は
10 人しかおりません。10 人しかおりませんが、各々2 人 1 組で担当の曜日を決め、その日はパトロールの日という
ことで、必ずまわっていただいています。昨年は 210 日出ました。パトロールの時間は大体 1 時間前後で、朝と昼
の登下校、それから学童クラブが夕方に終わるので、その時間帯に活動を行い、昨年は計 400 回パトロールをして
ました。１回 15 キロから 20 キロ、通学路及び遊び場を回ります。窓を開けて、子どもたちに「おはよう」、「こんにち
は」、「お帰り」、「こんばんは」、「お疲れさま」と、あなたに言っているのだよ、と伝わるように手を振って、挨拶すること
を心がけています。そうすると子どもたち、町の人たちも必ず手を振って返してくれます。これもまた嬉しいです。 

 

子どもたちの見回りのほかにも、花見、夏祭りの時期の雑踏警備です。そこで行うのが、子どもたちを青パトに乗



せる体験乗車です。子どもたちは「俺も」「俺も」と言い、行列を作ります。青パトで 20 分ほど回ります。そこでマイク
を持たせ、みんなに挨拶をしてもらって、「車に注意をしてください」、「戸締りをしてください」、と言ってもらいます。それ
が子どもたちにも事故防止、防犯の啓発に繋がるのではと私は考えています。 

また、お父さんお母さんもいると一緒に乗車していただき、同じようなことをしてもらいます。 

子どもたちが学童保育に通っている小学校 3 年生ぐらいまでは、大体夕方 5 時ごろに下校します。一昨日も雨
が降っていましたので、青パトで回って見ていると、濡れて帰る子もいて、そういった子を青パトに乗せて家まで送るこ
ともあります。そこで家に着くと、マイクを持たせ、「ただいま」と言わせ、家の人に出迎えてもらいます。できるだけ青パ
トの存在を広めたい、という意味でそういう活動をしています。おかげで 30 代から 40 代ぐらいの 20 人ほどの方が、
私も青パトを運転してもいいですよと言っていただき、警察の講習も受けていただきました。また自治会長も 15 人
いますが、この方たちも「俺たちも回るぞ。」と言ってくださいました。青パトはかっこいいのです。誰もが見てくれる、だか
ら乗るのです。自治会長にも 40 日、40 回乗っていただいています。それだけ町の中で、青パトが広がっていくという
ことで私は喜んでいます。 

隊員の高齢化、後継者不足、若い世代に対する地域ボランティア活動に対する意識醸成、ラックルぱとの経年
劣化などの課題があります。今活動している体験乗車をさせること、マイクを握らせることで関心が高まっております。
先ほども言いましたが 20 人ほどの人が俺も青パトをやると言ってくださいました。回ることによって町の人は安心しま
す。青パトとはっきり分かるのですから。これを犯罪者が見ると、逃げていきます。また、経年劣化という問題がありま
すが、町内会長は青パトがなくなると困るという思いで、3 年前から 50 円ずつ各家庭からもらっていまして、お金を
貯めています。そのため、川尻ではお金の心配は全くありません。町の人が進んで、青パトのために資金を提供してく
ださっています。 

先日、川尻小学校の子どもたちからメッセージをいただきました。その一部を紹介しますと、「いつもパトロールをや
ってくれてありがとうございます」、「おはようと言ってくれるから元気が出ます」、「これからもパトロール頑張ってくださ



い」、「応援しています」。他にも、「ラックルくんの歌を聴くと元気が出ます」、「おはよう、おかえりといつも挨拶をしてく
れるのはとても嬉しいです」、「僕も大人になったら青パトの人になりたいです」など、いろいろな手紙がありますが、この
ような素直な子どもたちがいると、よし守ってやろうという使命感、頑張ってくださいと言われるとやる気が出ます。そし
て今日も何もなかった、今日１日よかったと、達成感も生まれます。私は 75 歳になりますが、本当に充実した日々
を送らせていただいています。 

安全安心というのは、私たちが生活する上では、絶対に切り離せないです。でも、私たちの活動を見ている子ども
たち、その心の中に安全安心という花の苗が確実に成長しています。あと 10 年、20 年すると、この花が咲き、もっ
と川尻の町が安全で安心して暮らせる町になるのではないかと期待をしております。最後になりますが、今日お話す
ることを、非常に光栄に思っております。ご支援をいただいた南警察署、またパトロール隊の皆さん、関係者の皆様
に感謝を申し上げ終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

 

講評 

                                    福岡大学 人文学部 文化学科 教授 大上 渉 

 

 いいお話をありがとうございました。冒頭にありました、町の安全安心について力強いメッセージにより、防犯の取組
がどのようなものか、よく理解できました。 

 イラストつきの企画書を作成し、防犯協会、住民の方々や企業さんから資金の協力を得られて、専用のパトロー
ル車を手に入れ、継続的にパトロールしているところ、また様々なイベント、子どもたちの体験行事などに積極的に参
加されて、地域住民との交流を深めているところは、すばらしいと思いました。 



 活動のポイントとなっている、川尻小学校で子どもたちに馴染みの深い「ラックルぱと」は、町の象徴的な存在にな
っていると思います。子どもたちからの感謝状が、そのあらわれですね。これからも活動を続けて、地域の安全を高め
る役割をして欲しいと思います。 

 また、私自身も小学校のゆるキャラを使った青パトはあまり聞いたことがなく、子どもの体験乗車など、イベントの中
で様々な工夫が見られて、大変勉強になりました。私も青パトでの活動をしておりますので、このような工夫を取り
入れたいと思いました。以上です。ありがとうございました。 

 



 
 
 
 

                         
 

大分県立芸術文化短期大学の「めじろんおおいた見守り隊」です。私たちは、学生の力で安心安全なネット社
会に貢献するため、大学で活動をしています。今日は、私たちが行っているサイバー防犯ボランティアの取組について
発表します。 
 

 
 
大分県立芸術文化短期大学では、大学全体として情報モラル教育に力を入れていて、その一環として 2013

年に「めじろんおおいた見守り隊」が設立されました。以降、私たちは安心安全なネット社会に寄与するために、大
学でサイバー防犯ボランティア活動を行っています。2018 年からは、大分県警のサイバー犯罪対策課から、私たち
1 人 1 人が委嘱を受ける形で活動しています。2021 年からは、研究室の活動に変更し、私たち研究室のメンバ
ーが中心となって、全学的にパトロール活動の指導を行う形になっています。2022 年には、新しいことにもチャレン
ジを始めました。インターネット上の深刻な著作権侵害についても、パトロールの対象とする IP サイバーパトロールと
いう活動を、コンテンツの業界団体と連携しながら行っています。このように、めじろんおおいた見守り隊は 10 年以
上、大分県警さんと連携しながら、取り組み方法の改善を重ねて活動を継続していきました。 

めじろんおおいた見守り隊 (大分県) 



 
 
私たちの主な活動は、SNS などをパトロールして、犯罪に繋がる投稿を見つけ、それをインターネットホットラインセ

ンター「IHC」という機関に通報するというものです。違法薬物の売買や犯罪に使われる携帯電話や銀行口座の売
買など、SNS には危ない投稿もたくさんあります。これを通報することで、IHC が内容を精査し、場合によっては都
道府県警に情報提供され、犯罪の未然防止に繋がるという活動です。 
 

 
 
「通報の手順」です。 
犯罪に関する投稿では、隠語が使われることが多いです。隠語をもとに、X（旧 Twitter）などの SNS を検索

します。 
 



 
 
違法な投稿が、何秒かごとにたくさん出てきますので、ガイドラインに触れるものを発見して、その URL をコピーし

ます。そして IHC のホームページで通報の種類を選択し、コピーした URL を貼り付けて通報します。その後、学内
のスプレッドシートにも通報した情報などを記録しておき、後日、通報結果がどうなったのかについて確認する、という
活動です。通報してから 2、3 ヶ月すると、IHC のホームページで通報した結果がどうなったかが確認できるようにな
ります。通報した時の参照番号があれば、その結果を確認することができます。「ガイドラインの対象外でした」や「危
険な投稿なので都道府県警に情報を提供しました」などフィードバックを得ることができます。ネット上には、わいせつ
アダルト関連や児童ポルノ、薬物ドラック、出会い系、売春など危ない投稿があります。最近は、闇バイトのような投
稿も通報の対象となりました。 
 

 
 



右下の写真のように、毎年大分県警さんから委嘱状を受け取り、活動を開始しています。今年は 5 月に委嘱
式が行われ、サイバー犯罪対策課長から私たち 1 人 1 人に委嘱状が手渡されました。責任を持って活動していか
なければならない、と気が引き締まりました。また、左下の写真のように、県警さんのイベントでは専用のブースを設
営し、インターネットの安全利用について呼びかけています。 
 

 
 

活動の頻度は月に 1 回程度、ゼミの時間を活用して定期的に行っています。また、不定期な活動は、夏や秋に
大学全体に広く呼びかけ、サイバー防犯ボランティアの体験会を実施したり、イベントに出かけて啓発活動を行った
りしています。通報実績は、最近年間 1000 件を超えるようになりました。 
 

 
 



また、独自の活動として、昨年から IP サイバーパトロールという活動を行っています。これは研究室の野田先生
が、著作権などの知的財産の専門ということもあり、悪質な著作権の侵害についてもパトロールしようという全国初
の活動です。音楽、漫画、アニメ、映画、テレビ番組など、私たちの大好きなデジタルコンテンツを守るために、一般
社団法人コンテンツ海外流通促進機構（CODA）という団体と連携して、私たちはネット上の著作権侵害につい
てもパトロールを行っています。 

 

 
 

こちらは、去年の 5 月に大分市の祝祭の広場で行われた、「ほんと？ホント！フェア in 大分」というイベントで
す。めじろんおおいた見守り隊も、このイベントに出演しました。ステージでは、私たちがこれまで制作してきた啓発ア
ニメを上映し、制作したアニメについて、制作者としてコメントをしました。警察関係者も多くいらっしゃっていました。 

 

 



 
ゲストには、ジョイマンのお 2 人も来てくださり、イベントは大いに盛り上がりました。このイベントで、私たちは「不正

商品撲滅キャンペーンの応援隊長」に任命されました。これからも様々な犯罪の防止に貢献していきたいと考えてい
ます。 

 

 
 

また、令和 4 年度は先輩たちが、「警察庁のサイバー防犯ボランティア広報啓発コンテスト」で、全国 1 位の最
優秀賞を受賞しました。 

 

 
 



これは、フィッシング詐欺のテーマで 30 秒の啓発動画を作るというコンテストだったのですが、めじろんおおいた見
守り隊の先輩 2 名が、自分たちでフィッシング詐欺について調べ、解決策を考え、イラスト、シナリオ、BGM など、全
てオリジナルのアニメ作品を制作しました。全国のサイバー防犯ボランティア団体の中から見事、最優秀賞に選ば
れ、完成した動画は、警察庁公式 YouTube チャンネルで公開されました。 

 

 
 

こちらは東京の警察庁で行われた表彰式の写真です。全国の運転免許センターなどの警察関連施設で上映さ
れました。 

こちらが実際に制作した動画です。 
 
[動画再生]「フィッシング対策」局長賞（最優秀作品） 

 



【動画の音声】 
「あれ？なんだこれ メマゾンで頼んでた荷物 もう届いたのかな？」 
「ちょ、ちょっと待って！！ そのリンクを押しちゃうと 偽物のサイトに誘導されて ログイン情報が 流出しちゃうよ！」 
「そ、そうなの？」 
「そうすると、あなたのアカウントで 勝手にショッピングされたり、登録している住所やカード情報が抜き取られたりして
しまう危険があるよ！」 
「ひゃ～ 押さなくてよかった～」 
「メールやショートメールに届いたリンクは押さずに閉じて、自分でブラウザからそのサービスにログインして確かめるよう
にするといいね！」 
「どちら様？」 
「と、と通りすがりの者・・・です」 
 
 

 
 

また、先輩方がチャレンジしている姿を見て、昨年度もこのコンテストに応募し、2 年連続全国 1 位の最優秀賞
を受賞しました。 
 



 
 

有志 7 名がチームを組んで、ID、パスワードの管理についての啓発アニメを制作しました。 
 

 
 

このように担当分けをして、シナリオ、絵コンテ、キャラクターデザイン、イラスト、楽曲、動画編集、声優、制作進
行などの担当を決めました。まるでアニメ制作会社のような体制で挑みました。 



 
 

シナリオも、夏休みに警察庁のお題が出てから検討を始め、絵コンテで動画の道筋を作成していきました。 
 

 
 

強みであるキャラクターデザインは先輩が担当しました。 
 



 
 

イラストの制作もメインは先輩です。動画編集も、年末ギリギリまで本当に頑張りました。2 年生の思いを 1 年
生が汲み取って、編集にもこだわりました。 

 
こちらが実際に制作した動画です 

 
[動画再生] 「ID・パスワードの設定と管理」局長賞（最優秀作品） 
 

 
【動画の音声】 
「僕の SNS アイコンが変わってる！」 
「もしかしてアカウントが乗っ取られているかも！」 



「乗っ取り！？複雑なパスワードにしてるのに」 
「もしかして使いまわしてるんじゃない？」 
「うん…」 
「やっぱり…パスワードが複雑でも使いまわしていると危ないんだよ」 
「何で危ないの？」 
「もしパスワードがどこか 1 か所でも漏れてしまったら 悪い人がそのパスワードを使ってほかのアプリにログインできちゃ
うんだ」 
「でも、パスワードを使いまわさないと 管理が大変になるなぁ…」 
「いい方法があるよ！パスワード管理ツールを使う方法がおすすめ！他にも様々な方法があるから自分に合った方
法で適切に管理しようね！」 
「そうなんだ！これからは気をつけるよ」 
 

 
 

そして見事、「サイバー警察局長賞」を 2 年連続で受賞することができました。本当に光栄でした。2 年生は翌
日に卒業式があったため、表彰式には行けず、私たち 2 人を含め、1 年生の 3 名で出席しました。普段、なかなか
目にすることができない警視庁の通信指令室や、ポリスミュージアム、警察博物館の見学を行うことができ、貴重な
体験をさせていただきました。また、他の団体との交流もあり、啓発動画の制作過程や普段の活動について話を聞
くことができ、とても刺激を受けました。 

 



 
 

大分県警察への受賞報告も行いました。啓発アニメは、メインターゲットを決めてキャラクター設定に力を入れたこ
と、30 秒アニメのために膨大な枚数のイラストを書いたこと、細部までこだわって動画編集を行ったこと、昨年の先
輩の報告会に同席して、自分も頑張ろうと思ったことなどを報告しました。また、めじろんおおいた見守り隊の活動に
対して、本部長から感謝状を授与していただきました。 

 

 
 

また、私たちはユニークな取り組みをしているサイバー防犯ボランティア団体ということで注目してくださり、去年、警
察庁サイバー警察局の方々が本学にいらっしゃいました。私たちの活動やサイバー犯罪などについて、有意義な意
見交換を行うことができました。 

 



 
 

昨年の 10 月には、CODA の方々とネット上の著作権侵害についてなどの意見交換を行いました。意見交換の
後は、YouTube 上に投稿されている著作権侵害の動画について、パトロールを行いました。これまでもパトロール
活動は行ってきましたが、改めてパトロールの仕方を教えていただき、とても有意義な時間となりました。 

 

 
 

8 月には、大分県安全安心まちづくり研修会で、県内の防犯団体の一つとしてプレゼンを行いました。 



 
 

その結果を受けて、10 月には「大分県安全・安心まちづくり奨励賞」を受賞することができました。 
 

 
 

11 月には、祝祭の広場で行われた、「県警ふれあいポリスフェスタ」に参加し、サポート詐欺や偽ショッピングサイ
ト対策の啓発活動を行いました。来場者の方々に、今被害者の多いサポート詐欺や偽ショッピングサイトについて、
デモ端末を使って対処方法を体験してもらいました。 

 
 



 
 

サポート詐欺とは、偽のセキュリティ警告を表示させて、慌てた被害者に偽のサポート窓口に電話をかけさせ、そ
の上でサポート料金と称した金銭をだまし取る手口のことです。不審な広告やサイトにアクセスすると、偽のセキュリテ
ィ警告が表示されることがあります。このセキュリティ警告の内容は、全て根拠のない嘘であり、お使いのパソコンが、
ウイルスなどに感染したために表示されたものではありません。 

 

 
 

もし、偽のセキュリティ警告が表示されてしまった時は、焦らず落ち着いてブラウザを閉じるだけで問題ありません。
実はこの画面、簡単に閉じることができます。まずパソコンの【Esc】キーを 3 秒ほど押します。次に【Esc】キーを長押
ししたら、画面右上にブラウザを閉じることができる×印が出てくるので、それを押します。これだけで簡単に警告画面



を閉じることができます。「県警ふれあいポリスフェスタ」では、デモ端末を使って、このような対処方法を市民の皆さん
に説明しました。 

 

 
 

こちらは、2 月に別府ビーコンプラザで行われた、「ふれあいコンサート」の来場者に向けた、啓発活動です。このイ
ベントでも、サポート詐欺のデモ端末を使って啓発を行いました。実際に、警告画面が表示されたことがあるという声
もあり、啓発活動の重要性を実感しました。このような地道な活動も、しっかりと継続していきたいと思います。 

 

 
 

警察庁のコンテストに応募した以外にも、情報化社会の様々な課題を見つけ、教材などの創作と公開を通じて
社会に貢献する活動を行っています。 



 

 
 

本日はチラシをお配りしていますので、その他のコンテンツもぜひご覧ください。 
 
 
 

 
 

最後に、活動を通して、私たちはネット社会に潜む犯罪や危険を実感しています。普段、目にしないような危険
な書き込みも、キーワードの隠語を入れるとたくさん出てくるので、本当に身近なところに危険が潜んでいるということ
は、インターネットを使い始める若い世代のうちから、情報教育をしっかりとする必要があると考え、卒業研究でも、
情報モラル教育に関することなどに取り組んでいます。私たちは、サイバー防犯ボランティアの活動を通じて、身近な



ところに危険が潜んでいることをより多くの人に伝え、犯罪の未然防止に繋げていきたいと考えて、サイバーセキュリテ
ィについて卒業研究を始めたところです。 

また、サイバー防犯ボランティアは、大分にいながら東京の薬物売買を通報でき、地方にいても、全国の犯罪の
未然防止に貢献できる点に、やりがいを感じています。さらに、独自で行っている著作権侵害のパトロールは、全国
初の取組みが注目されたり、警察庁の広報啓発コンテストでは 2 年連続全国優勝できたりなど、サイバーならでは
の活躍ができることも魅力です。今後も、地道な活動を継続しながら、新しいことにもチャレンジしていきたいです。 
 

 
 

最後に警察関係の皆様へ、私たちからお礼を申し上げたいと思います。 
いつもボランティア活動へのご助言ご協力を賜り、誠にありがとうございます。特に、大分県警のサイバー犯罪対

策課の皆様は、いつも寄り添ってご協力してくださるので、私たちも安心して活動をすることができています。そして、
これが学びにも繋がっています。ぜひ今後ともよろしくお願いいたします。 

めじろんおおいた見守り隊は、今後も常に進化しながら、若い力で社会問題の解決に寄与していきたいと思いま
す。来年度のコンテストでは、3 連覇を狙ってチャレンジしたいと思います。ご期待ください。ご清聴ありがとうございま
した。 
 



 
 
 
 

講評 
                                    福岡大学 人文学部 文化学科 教授 大上 渉 
 
  発表ありがとうございました。現在インターネットを使った、闇バイト、児童ポルノ、違法薬物などの犯罪は、残念
ながら犯罪者のツールとして定着しつつあります。皆さんの活動は、インターネット犯罪だけでなく、犯罪全般の未然
防止に重要な役割を果たしていると思いました。 
 「警察庁のサイバー防犯ボランティア広報啓発コンテスト」で２年連続最優秀賞を受賞されたということで、私も事
前に YouTube で動画を拝見しました。30～40 秒の短い時間でさくっと見られる動画は、若者の感性に刺さる動
画だと思って見ていました。こうした取組が、皆さん以外の若い人々に広く伝わっていけたらいいなと思いながら、お話
を聞いていました。 
 また、学生のボランティアは、人数が減って活動がしぼむなどの課題がありますが、皆さんの取組としましては、研究
室が主体で、研究室に入ってきた学生さんは必然的に取組に参加するということでよろしいですかね。それはいい取
組だと思います。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 

 



 
 
 

  
 

皆さまこんにちは。鹿児島県から参りました、松原上安全パトロール部会の代表をしております、福丸と申します。
よろしくお願いいたします。 
 

 
桜島を眺望できます、鹿児島市と霧島市の間に隣接している姶良市。私たちは、鹿児島県内で住みやすい街

No.1 の姶良市から参りました。私たちの自治会は、この丸の範囲です。 
 

松原上安全パトロール部会  (鹿児島県) 



 
近くには、姶良警察署、そして鹿児島県の運転免許試験場があります。私たちの組織があります、松原上自治

会はこの円のところで、ここに平成 27 年度に開校した、松原なぎさ小学校があります。元々は、ここに日豊線があ
り、建昌小学校の子どもたちの見守りをしていましたが、平成 27 年度に学校開校とともに、松原なぎさ小学校の
子どもたちを対象に見守り活動を始めて、今年で 10 年目を迎えています。 

 

 
 

こちらが自治会と小学校です。 



 
こちらは、私たちの組織の経緯です。平成 17 年度に、全国的に子どもを対象とした犯罪が多く発生しました。そ

れを踏まえて、18 年度に組織を立ち上げ、子どもたちの安心安全確保のために、規約を作って活動しています。当
初は、区長を中心に防犯ボランティアが 150 人程度で活動していましたが、年々子どもの見守りをしてくださる方々
が減少しています。 

今まで各団体より、私たちの活動に対しての感謝状をいただいています。最初の感謝状は、地域の警察署から
いただきました。その後、鹿児島県警察本部長からもいただいています。 

 

 



そして、一番励みになりましたのが、平成 30 年度に学校地域活動で文部科学大臣から奨励賞をいただきまし
た。これを契機に、私たちも頑張ろうという意識が出てきました。 

私たちは単独の自治会組織です。自分たちで予算を確保してグッズを準備し、皆さまに配布しています。そして、
これまで 10 年以上活動してくださった方々に、粗品を添えてお礼の表彰をしています。 

コロナの間は少し活動も控えましたが、朝夕の見守り活動をされた方に毎年、感謝状を渡しています。そして、昨
年度は、子ども見守り隊の方々に対しジャンパーを作り、配布しました。令和6年度は10周年記念を迎えるため、 
松原なぎさ 10 周年の「10」というのを入れて、後ろには「見守り隊」と記しています。ジャンパーは、50 着製作しま
したが、不足したため、他に 20 着追加で準備しました。私たちの自治会の中には、民生委員さんが 8 名いるので、
民生委員さんにも、子どもからお年寄りまで含めた活動になるように、ジャンパーを配布しています。 

その他にも警察署を通じて、金融機関からグッズを寄贈していただきました。いただいたものは、隊員の方に配布
しています。 

 

 
これは、今年の隊員のメンバー表です。私たちの自治会を住基ネットで調べてみると、2300 世帯のうち自治会

員数は 1500 世帯ほどで、私が自治会長している下に、1 区から 12 区まで各区に区長がいます。その区長を中
心に、見守り隊の方を配置しており、今年の人数は 44 名です。 

 



 
こちらが各区の見守り隊の方々です。全員ではありません。メンバーの中には働いている方々もいるため、全員集

まるのはなかなか難しいです。 
 

 
学校はここ（左上）です。学校と協議して、この青い線が通学路となっています。赤い丸は、朝・夕立哨してい

ただいている方々の場所です。そして 110 番の家も表示しています。 
 
 



 

 
学校と協議して、子どもたちの下校時刻表を毎月いただいています。この時間帯に立哨していただくようにお願い

しています。 
 

 
 

左は、私たち松原上安全パトロール部会の、昨年度の活動記録です。昨年は、自治会の皆さま方によって年
間 207 日活動しています。右が部会の規約です。 



 

 
そして、左には活動上の留意点等を記載しています。右は事故が発生した時の連絡体制です。 

 

 
これは、登校時における子供の安全の課題について記しています。 



 
 
現在、隊員の方の減少に伴い、「ながら見守り」としても活動しています。現在、この「ながら見守り」活動に協

力してくれている介護事業所が 1 件あり、他に未加入世帯の方が 1 人、毎日協力していただいています。左が
「ながら見守り」活動の内容です。 

 

 
そして、自治会の規約の中、予算の中で安全パトロール部会という活動をしています。この 5 万円というのは、

コロナ関係であまり活動ができなかったため、5 万円となっていますが、コロナ後は 10 万円で活動しています。 



 
 

他に、行政からの補助金もいただいています。補助金は、年間 1 団体あたり 2 万円以内となっています。これは
通常のパトロールの申請ではなく青パトの申請です。青パトをしているところに対して、年間 2 万円という補助金が
あります。そして、活動の中で、1 学期、2 学期、3 学期の学期ごとに見守り隊の方々から、意見をいただいていま
す。 
 

 
この意見書はまとめて、学校に報告しています。 



 

 
 
学校からは、校長名でこのような検討をどのように進めていくか、意見をいただいて見守り隊の方々に報告してい

ます。 
そして、学校は地域と一体となって、年に 3 回ほど学校で「スクールゾーン委員会」の会議を行っています。 
 

 
これがその規約です。委員名簿の中に PTA 会長、学校関係、自治会館、警察、行政そして、私たち見守り隊



の代表の方も入れています。これが、スクールゾーン委員会の毎月の活動です。 
 

 
ここも予算としては行政の方から年間 2 万円いただき、私たちの自治会でいろいろと対応しています。 
 

 
これは令和 5 年度の活動方針です。予算は２万円です。 
 



 
それから、「松原なぎさ小安心メール登録」というものも活用しています。これは学校の安心メールと同様で、鹿児

島県警が出している不審者情報等を見て保護者の方に報告しています。内容は、写真や赤枠の文章で、これは
その都度送信しています。ほかにも、登下校の時間が早くなった、または遅くなる、というような連絡も、随時来くるよ
うになっています。 

 

 
こちらは活動の状況です。私は、姶良市の青少年育成活動の委員もし、そして小学校のコーディネーターをして

いますから、毎月活動報告をしています。毎月、様々な活動をした後に行政に報告しています。 



 
こちらは「持久走大会」の試走の報告書です。本当は父兄の方々がするべきなのですが、お仕事もあってなかな

か協力してくださる PTA の方が集まりません。お年寄りの方々も忙しいようです。 
 

 
こちらは、卒業前に、子どもたちが体育館に集まって「見守り隊の方々への感謝を伝える会」を開いてくれた様子

です。今年の 3 月に、皆さまにこのジャンパーを配りました。 



 
こちらは、毎月の活動報告の内容です。いつ何をしたか、その時の状況の報告をしています。この活動では、未

加入世帯の方に協力していただきました。その前は 3 人の方がいたのですが、85 歳、86 歳とご高齢になり、辞めら
れました。それで、未加入世帯の方が「何か手伝えることはありますか」と言ってこられたので、喜んでお願いしました。 

 
こちらは、子どもからの感謝の御礼、それから私が挨拶をして、最後に校長が挨拶をしている様子です。以前は、

青パトが 4 台ありました。しかし、高齢化のため、2 人辞められて現在は 2 台です。それからあと 1 台は、小回りも
利くバイクです。今日、そのバイクに乗っている方と一緒に来ています。元気な方でして、また市議会議員をされてい
るため、このような活動を通して、行政の方に繋いでいただいています。 



 
これは、「ながら見守り」として様々な協力をしていただくために、このような「うごくこども 110 ばん」という札を地域

の方々に配り、車につけていただいています。 
 

 
そして子どもたちから、毎年「見守り隊のみなさん、いつもありがとうございます」という感謝の手紙を貰っています。 
 



 
こちらは「5 年間、朝早くわたしたちをきけんから守ってくれてありがとうございます。暑い日も寒い日も、雨の日も立

っていただいてうれしいです。特に山元さんは、人数をわざわざ計っていただいて、大変だと思いますが、うれしいです。
あと 1 年おせわになります。これからもよろしくおねがいします。」という手紙でした。 

この山元さんは学校教員でした。現在は退職されていて、活動に携わっています。この手紙を書いた子は、小学
校卒業、中学校卒業、高校卒業して大学生になり、お母さんと一緒に、山元さんのところに「大学に合格しました」
とわざわざ報告に行かれたそうで、山元さんは大変感激していました。こういったことは、後で自治会の広報紙で皆さ
まにお知らせしています。 

 
 



 
これは 1 年生から 6 年生まで、いっぱい寄せ書きが書いてあります。これも、見守り隊の方々に見ていただいてい

ます。 

 
やはり 6 年生にもなると、文章はしっかりしてくるのだと思います。途中「今 6 年生の終わり、最高学年としての責

任を果たそうとしています」と書いてあります。 
 



 
私たちの活動を、子どもたちも良く思ってくれています。このようにたくさんの感謝の手紙が、見守り隊の皆さまの活

力・元気の元になっているようです。 
 

 
 

これは、今年の連休に会議をした写真です。部会の皆さま方に来ていただいて、校長先生が、お礼の挨拶を述
べられています。 
 



 
この中で前年度の活動報告と、本年度の活動方針について 1 時間かけてじっくりと説明しています。 
 

 
これは、私が 4 年かけて作った半世紀の記念誌です。この記念誌の中で様々な活動を報告しています。 

 



 
ここでは、「自治会も“春の地域安全運動”に参加」と広報誌で皆さまにお知らせしています。 

 

 
ここは、「安全パトロール部会の開催」です。8 割ほどの方々が参加されていました。私達は高齢者を対象とした

「ふれあいネットワーク」という組織を作っていて、かなりたくさんの方々に集まっていただいています。右側の方です。こ
のように自治会としては、子どもと高齢者の見守りを地域で行っています。 

 



 
これは、「登下校防犯・交通安全強化緊急対策会議」が開催されました、ということで、広報誌に掲載されてい

ます。 
 

 
 

ここには大きな公園があります。この公園で警察の方が主催してくれた会議を、新聞社から TV 局までいっぱい
来られて盛大に開催しています。 
 



 
こちらも取り組んでいる様子を紹介しています。ちなみに、編集するのは私です。カメラマンもして、毎月このような

「まつばらのかぜ」という広報誌を作成しています。 
 

 
 

姶良市には、小学校が 17 校あります。年に１回、小学校で青パト隊の出発式があります。ちなみに今年は
7 月 10 日に、松原なぎさ小学校で出発式を計画しています。 

 



 
現在、元気で活動できる協力者を募集中です。平成 27 年に 75 人で、年々増えていたのですが、その後は

減少しています。子どもを中心として、学校、行政、企業、警察、地域全体が取り組みを行っているのですが、や
はり保護者の方々の理解がまだ足りていません。以前、月曜日は必ず地域の保護者の方々が立哨されていた
のですが、年々減少し、今は見かけません。私は毎朝パトロールをしているため、すぐに把握できます。 

 

 
こちらは、パトロール部会の様子で、高齢者の方はこのような形で行っています。 



 
終わりになりましたが、本日は大変貴重な時間をいただきまして感謝を申し上げます。私達、松原上安全パトロ

ール部会（通称「姶良っ子見守り隊」）は、地域貢献による生きがい・健康維持管理、子どもたちからの元気と感
謝の気持ちが報酬がわりとして、今後ともボランティア活動に取り組んでまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 
 

講評 
                                    福岡大学 人文学部 文化学科 教授 大上 渉 
 
  ありがとうございました。お話を聞きまして、非常に組織がしっかりしていて、誠実的な活動をされている印象を受
けました。その中で、印象に残った点が 3 つあります。 
 １つ目は、様々な活動、自治会、行政、警察、学校、地域の住民の方々と密接な連携、情報交流などをして
いるところです。小学校の卒業の行事の時に、パトロール隊の方々にお礼の品を渡している、ということはあまり聞い
たことがありませんので、学校と良好な関係を築いていると思いました。 
 ２つ目は、メンバーの安全確保というところです。蛍光色のものをつけたり、ジャンパーを着用したりして安全の確
保をしていたり、また同じユニフォームで、チームの一体感、存在感を形成しているところがすばらしいと思いました。そ
れから、密接な連携にも関係しますが、メンバーの名簿を作成して行政と共有することで、もしもの時の安全に備え
ている、というところもいいと思います。 
 ３つ目は、自治会の広報誌に掲載することにより、地域の防犯意識を高めて、また皆さんの活動を知ってもらい、
活動の参加を促す、ということもいい取組かと思いました。 
 最後に皆さんの課題は、活動の多様化という部分ですが、「ながら見守り活動」は、他のボランティア団体さんでも
しているところが多いので、皆さんも活動し続けるということで、「ながら防犯」を拡充していただけるといいかと思いまし
た。ありがとうございました。 


